
【施策の目的と取組・現状分析】
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成果指標の状況（☆は追加した指標、※は変更した指標）
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4 成果指標の実績値は目標値に対してどうでしたか？ 5 令和２年度の目標値達成の見込みと方向付け
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【施策の振り返り】
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【結論として・・・（施策の振り返りも踏まえて）】
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上記を踏まえ、施策の目的
を実現させるためには、どの
ような「解決すべき問題への
方策」・「達成できた事項をさ
らに伸ばす方策」があります
か？
また具体的な対応・対策をど
うしますか？

▼　施策を実現するための「解決すべき問題への方策」と「達成できた事項をさらに伸ばす方策」を記入し、それらに対する今後の対応を具体的に記入してください。

施策における｢解決すべき問題への方策」　または
「達成できた事項をさらに伸ばす方策」

具体的な対応・対策

身近に運動ができる環境の整備
チャレンジデーなどにより特定の場所を選ばなくてもできる運動など
の普及を図る。

２の成果目標の視点から、
問題点は何ですか？

▼　問題があると思われる点を、２の目標とする成果の視点から原因を踏まえて記入してください。

・町全体の人口減少や少子高齢化に伴い、町内体育施設の利用者数が減少傾向にある。また、冬季間など外での活動ができない時期は
屋内体育施設の利用団体が増えることで施設の利用が制限されてしまう。
・スポーツ活動を行う施設まで来ることのできない方がいる。
・町内の体育施設、設備の老朽化が進んでおり、計画的な更新や改修等が必要となっている。

２の成果目標の視点から施
策全体の今後の方向性は？

・町民の方が気軽に運動に参加できる機会を提供し、運動の習慣化に繋がるような事業を行う。また、町民のニーズを把握しながら、老朽
化した施設、設備の計画的な更新や改修等を進める。

指導者の育成 スポーツ推進委員や体育協会等の協力により指導者を育成

町民の健康づくりや体力づくりへの意識を高める 各種大会、スポーツイベントの充実

町内体育施設の充実

施策の「対象」の現状はどの
ように変化しましたか？

▼　現状把握に努めましたか。　把握した現状とその変化、町民や議会の声などを記入してください。

・少子化により地区対抗（地区子ども会）の種目の開催や高齢化により、特定の場所に集まって行う行事への参加が困難になってきてい
る。

２の成果目標の視点から、
成果が上がったことは何で
すか？

▼　成果があったと思われる点を、２の目標とする成果の視点から原因を踏まえて記入してください。

・身近な場所で気軽に参加できるスポーツイベント２事業（チャレンジデー、元気アップ事業）を継続して行ったことで、町民の運動する機会
が増え、体力や健康維持に対する意識の向上が図られた。

大規模改修や施設、設備の更新等による体育環境の整備

スポーツを通した世代間交流の推進 幅広い世代が参加できる事業の実施

「目指すべき状態」に対し、こ
れまでどのような取組を行い
ましたか？

▼ 「目指すべき状態」の実現に向けて、取り組んだことは何ですか？箇条書きで記載してください。

・事業委託による町大会を開催した。
・町体育協会や加盟団体の協力等によるスポーツ大会を開催した。
・各施設の修繕や備品の購入等を行い、体育施設の適切な管理を行った。
・子どもから高齢者まで参加できる大会の実施や全町民が参加できるスポーツイベントを実施した。

④ 下回った 台風19号や少雪の影響で中止となった大会があった。
④ 達成は困
難

新型コロナウイルスの感染拡大防止等により、大会の開催ができな
いため。

総合型地域スポーツクラブ数 団体 2 2 2 ※2

大会 40 40 33 40

新たに総合型地域スポーツクラブを運営する主体（団体）がな
いため、クラブ数は増加は見込めない。

① 既に目標
クリア

スポーツクラブの運営（特に資金面）が困難なため、クラブ数の増加
は見込めない。

各種スポーツ大会開催状況

評価 ▼その理由として考えられること 見込み ▼その根拠と目標値設定（変更）の考え方

③ ほぼ目標
値どおり

単位
平成30年度 令和元年度 令和２年度

実績値 目標値 実績値 目標値

生涯スポーツライフの確立

施策の目的（対象・意図）は何ですか？
※対象(誰が、何が)、意図（どのようになることを目指すの
か）を対象ごとに記載してください。

①スポーツを通し、町民一人ひとりが生きがいづくりに取組む。
②運動を習慣的に行い、町民一人ひとりが健康づくりに取組む。
③スポーツを通し、世代間交流が図られる。

「目指すべき状態」になるた
めの成果目標は何ですか？

▼ 「目指すべき状態」を実現するために目標とする成果は何ですか？箇条書きで記載してください。

①町民の運動する機会が増え、各種スポーツ大会数・参加者数が増加。
②町内体育施設の利用者増加。
③子どもから高齢者まで参加できる大会やスポーツイベントの実施。

総合計画 南会津町総合振興計画施策マネジメントシート 令和 2 年度作成

基本目標(政策) 4-1 自ら学ぶ人を育み、支援します
関係課・係

教育委員会分室 生涯学習係

基本計画(施策) 4-1-5

目標の柱 4 次世代の地域を担う人材の育成
課 係

主管課・係 生涯学習課 生涯学習係



12 施策を構成する事務事業

事業費(一般財源)の合計（千円） -

事業費

8,309 8,309 9,734 9,734 -

対象となる大会の基準が曖昧な部分がある。

対策 内規等を整備し、対象となる大会を明確にする。

事業費

08

生涯学習課

目的

概要

成果

生涯学習係

問題

対策

事業費 200

概要
国際大会、国体、国体と同等と認められる全国大会について、激励金を交付する。
（金額は5千円～10,000千円）

成果
少雪や新型コロナウイルの影響でスキー大会等が中止となったが、年間14件、総額210千円の補助金を交付し、大会
参加者の経済的負担を軽減させることができた。07

南会津町スポーツ
大会出場選手激

励金

生涯学習課

目的 全国規模以上の大会に出場する人へ激励金を交付し、南会津町のスポーツの普及・振興と技術の向上を図る。

200 200 - -

210 210 395 395 - -

生涯学習係

問題

県内外に地域の魅力と併せてＰＲを強化する。

-事業費 2,828 2,828 2,828

06
南会津町チャレン

ジデー

生涯学習課

目的 町民の健康づくり・体力づくりの意識を高め、生涯スポーツの推進を図る。

概要 15分間運動やスポーツをした参加率を、人口規模が同等の市町村と競う住民総参加型のスポーツイベント。

成果

200

2,828 -

町内施設などを利用し、6,137人が運動やスポーツを実施した。参加率は39.1％であった。

生涯学習係

問題 個人で運動をしている人は増えているが、個人での報告がしにくいと感じる人がいる。

対策 各地域の区長等に周知や報告の協力をいただくとともに、身近な場所で気軽に運動ができる環境づくりを進める。

概要 県内外の小学１年生以上の男女518人27部門で実施した。

成果
県内外から多数の参加者が訪れ、スポーツ振興と地域活性化が図られた。また、町内全域から多数の競技役員の協
力を得てスムーズな大会運営が行われた。

03

各種体育
事業開催
（町長杯・
地域大会）

各種大会において、県大会以上への出場する際や市町村対抗スポーツ大会出場に対する支援を行う。

成果 年間17件、総額914千円の補助金を交付し、大会参加者の経済的負担を軽減させることができた。

1,705 1,705 - -

05
南会津町ふるさと
健康マラソン大会

（ゴーマン杯)

生涯学習課

目的
当地で小・中学生時代を過ごした、故ゴーマン・美智子氏の偉大なる功績の数々を称えるとともに、地域住民の健康と
体力づくり及びスポーツの振興と地域の活性化を図る。

生涯学習係

問題 参加者が減少している。

対策

対策 内規を整備し、補助内容の整合性を図る。

事業費 914 914

04
スポーツ大会等出

場費補助

生涯学習課

目的 大会参加者の経済的負担を軽減するため、交通費等に対する支援を行う。

概要

生涯学習係

問題 補助内容に曖昧な部分や実情に合わない部分がある。

生涯学習課・
分室

目的 各種体育事業への補助を行い、スポーツに参加する機会の充実を図る。

概要

生涯学習係・
分室

問題
町内で行われている全ての種目の実施に対して補助してはないため、補助事業として実施する体育事業の内容の精
査が必要。

対策 現在実施している事業の検証を行い、町が補助事業として実施する体育事業を精査する。

事業費 2,848 3,314 - -

各種体育事業等の開催に係る経費の補助を行う。

2,848 3,314

対策 近隣施設を活用するとともに、老朽化が進んでいる田島体育館の更新計画を進める。幅広くスタッフの募集を行う。

事業費 650 650 650

成果 体育事業の開催により、スポーツに参加する機会の提供と参加者同士の交流が図られた。

02
会津たじま少年少
女レスリング大会

生涯学習課

目的
町のシンボルスポーツでもあるレスリング競技の普及と併せて、県内外からの参加者を迎え「レスリングのまち」のＰＲ
と交流を図るとともに、スポーツを通した体力向上及び健全育成を図る。

概要

生涯学習係

問題 会場のキャパシティー（駐車場を含む）や運営スタッフが不足することが考えられる。

県内外の中学生以下を対象として行われ、14都県から、40チーム、344人の参加者があり、７部門、44階級で競技が行
われた。

成果
14都県より40チーム、344名の参加があり、競技を通した交流とともに「レスリングのまち」の知名度の向上を図ることが
できた

650 - -

01
南会津町

びわのかげ陸上
大会

町内だけでなく、南会津郡内からの参加者とも交流をすることができた。また、幼稚園児から高齢者の方まで参加でき
る種目設定となっているため、世代間の交流を図ることができた。

生涯学習係

問題 小中学生（男女）の参加が減少傾向にあり、小中学生で昨年より79名の参加者の減少があった。

対策 小中学校の学校行事との日程調整や成年層が気軽に参加できる種目設定を行う。

事業費 642 - -659 659 642

生涯学習課

目的 陸上競技の大会を通して参加者同士の交流を図るとともに、町民の健康増進と青少年の健全育成を図る。

概要
南会津郡内と泉崎村の保育所年長以上372名の参加により、トラック競技９種目44クラス、フィールド競技５種目28クラ
スの競技会を実施した。

成果

-

番
号

事務事業名
（令和２年度新規事業

に★）

所管課

担当係

事業の目的、概要、成果、問題、問題に対する対策を簡潔に記載してください。（2行以内）

事業費(千円)

元年度決算額 うち一般財源 ２年度予算額 うち一般財源 -


